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1. 本調査の背景・目的 

１９９６年に開館した豊岡市立日本・モンゴル民族博物館は、市民文化を振興し、文化活

動の拠点とするとともに、モンゴル文化及び郷土の生活文化の紹介、体験交流等を通して

魅力ある地域づくりを図るために様々な活動を行ってきました。 

２０２４年度より、市の組織改編に伴い、当博物館は豊岡市役所但東振興局が所管する

こととなり、博物館のあり方を改めて見つめなおすとともに、地域とのかかわり方や連携

についての可能性について、地域の方と共に考えていく必要が出てきました。 

そこで、本調査ではアンケートやワークショップを通じて、まずは、但東地域の住民のみ

なさんの当館への意識を探りました。そのうえで、当博物館の活用によって但東地域の地

域づくりに寄与する取り組みアイデアなどの抽出を行いました。 

 

2. 地域および当博物館の概要 

(1) 地域の概要 

豊岡市立日本・モンゴル民族博物館がある豊岡市但東地域は、豊岡市の東部、京都

府との府県境に位置し、国道 426 号と国道 482 号を基軸とした交通体系が形成

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊岡市全域地図 

豊岡市但東地域 

豊岡市立日本・モンゴル民族博物館 
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当館以外にも、東井義雄記念館等の施設が立地しているほか、たんとう花公園で

は、毎年チューリップまつりやひまわり畑が開催されるなど、観光を中心とした集客

事業が展開されています。また、シルク温泉やまびこやたんたん温泉福寿の湯の２つ

の温泉施設もあり、近隣の温泉施設とは異なった泉質を楽しむことができます。 

豊岡市但東地域の人口推移は以下の通りです。 

 

  ※国勢調査小地域集計より作成 

当博物館が開館した１９９６年以降、但東地域における人口・世帯数は減少を続

けており、１９９５年と２０２０年を比べると、約４割人口が減っていることが分かり

ます。 

 

 

(2) 当博物館の概要 

     豊岡市立日本・モンゴル民族博物館は、「展覧事業」「資料収集保存事業」「普及教育

事業」「国際交流事業」の４つの事業を中心としながら、運営を行っています。 

       それぞれの事業については、以下の通りです。 

       ① 展覧事業 

         ・常設展 

         ・企画展 

         ・その他展示 

       ②資料収集保存事業 

         ・新規資料の収集 

         ・資料の貸出 

         ・資料の燻蒸 
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       ③普及教育事業 

         ・市内小中学校への出前授業 

         ・小学校来館受入授業 

         ・Web 授業 

         ・出前講座 

         ・体験教室の開催 

         ・イベントの開催 

         ・トライやる・ウィークの受入れ 

         ・情報の発信と公開 

       ④国際交流事業 

         ・1985 年～2004 年（旧但東町） 但東町の住民を対象に相互訪問交流を実

施。 

            ・2005 年～2018 年（豊岡市） 国際化時代に対応できる人材育成を目的に、

市内全域の中学生を対象とし、隔年での相互訪問を実施。 

         ・2024 年～現在 市民団体「とよおか・モンゴル友好協会」が設立。民間レベル

の交流が主であり、市として直接的な交流は実施していない。 

         ・2025 年 4 月、旧但東町時代に日本・モンゴル民族博物館に滞在して絵画を

制作し、モンゴル国から芸術功労賞を受賞した画家 D. ウルタナサン氏が来

館。 
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3. 本調査の概要 

    本調査では、「但東地域の住民に意見をいただき、但東の地域づくりに日本・モンゴル民

族博物館を活用する可能性を検討する」ことを目的に、まずは広く但東地域の住民に意見

をいただくアンケート調査を行いました。それらを踏まえて、但東地域内の様々な団体か

ら選出された住民を中心に、活用の可能性について話し合うワークショップを４回実施し

ました。以下、本調査の内容です。 

    

日時 内容 参加者数 

２０２４年１１月２５日～ 

２０２４年１２月１６日 

「日本・モンゴル民族博物館に関する住

民アンケート実施 

― 

２０２５年１月２４日 第１回ワークショップ 

・福知山公立大学 地域経営学部 教授 

渋谷節子先生による講演 

・住民アンケート結果報告 

・ワークショップ参加者の意識調査 

・意見交換 

１２名 

２０２５年３月１７日 第２回ワークショップ 

・日本・モンゴル民族博物館の見学 

・「地域とのつながりをいかした博物館」

を目指したテーマ別での話し合い 

１３名 

２０２５年５月９日 第３回ワークショップ 

・第２回ワークショップで出た博物館を

利用したアイデアについて具体化する

ための企画書づくり 

１２名 

２０２５年７月４日 第４回ワークショップ 

・３回のワークショップを経ての報告書

確認 

・第３回ワークショップの内容について

具体的内容を作成 

１１人 
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4. 本調査の結果 

(1) アンケート調査 

但東地域の全世帯を対象にアンケート調査をおこない、以下の結果となりました。 
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上記の結果以外にも自由記述ができる設問がありました。また、クロス集計を行った

結果もありますが、本報告書では割愛いたします。（本アンケート結果の全編をご覧にな

られたい方は日本・モンゴル民族博物館にお問い合わせください。） 
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(2) 住民によるワークショップ 

豊岡市但東地域にお住まいの住民による日本・モンゴル民族博物館に関するワー

クショップを開催し、それぞれの回で以下の通り話し合いました。 

 

① 参加者 

２０２４年度（２０２５年１月～２０２５年３月） 

 

 

      ２０２５年度（２０２５年４月～２０２５年７月） 

       

ワークショップ参加者

分野 所属等 氏名（敬称略）

宮垣　栄

桑垣　徹

永井　英司

大岸　奈美

衣川　三奈子

小山　哲哉

武藤　保貴

上田　誌恩

谷田川　由紀

岡井　見恩子

子育て世代 但東地域子ども会連絡協議会 坂岡　貴

但東中学校 田中　博樹

但東中学校PTA 井上　剛

岸本　直幸

ジャルガルサイハン・ラマー

但東シルクロード観光協会 太田　源一

豊岡市商工会但東支部青年部 数森　正悟

アドバイザー

氏名

渋谷　節子教授

所属

福知山公立大学　地域経営学部

市立学校

PTA

モンゴル

交流

観光

産業

豊岡市地域おこし協力隊

経験者

地域

コミュニティ

組織

移住者

資母まちづくり協議会

コミュニティあいはし

たかねっと

とよおか・モンゴル友好協会

ワークショップ参加者

分野 所属等 氏名（敬称略）

宮垣　栄

桑垣　徹

永井　英司

大岸　奈美

衣川　三奈子

小山　哲哉

武藤　保貴

上田　誌恩

谷田川　由紀

岡井　見恩子

家城　陽子

今本　翔

但東中学校 田中　博樹

但東中学校PTA 酒井　洋

岸本　直幸

ジャルガルサイハン・ラマー

但東シルクロード観光協会 太田　源一

豊岡市商工会但東支部青年部 数森　正悟

アドバイザー

氏名

渋谷　節子教授

子育て世代 但東地域子ども会連絡協議会

所属

福知山公立大学　地域経営学部

市立学校

PTA

モンゴル

交流

観光

産業

豊岡市地域おこし協力隊

経験者

地域

コミュニティ

組織

移住者

資母まちづくり協議会

コミュニティあいはし

たかねっと

とよおか・モンゴル友好協会
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    ②1 回目ワークショップ 

⚫１回目のワークショップの目標 

⑴ワークショップ参加者に対し、博物館の現状・住民アンケート結果・専門家の講演を

提供し、今後３回に向けたインプットが行われている。 

⑵それらを踏まえ、簡単にインプットに対する感想やアイデア出しを行い、様々な意見

を抽出できている。 

上記の２つを目標とし、以降の報告の通り、概ね達成することができた。 

 

⚫実施日時 

２０２５年１月２４日（金）１９時～２０時３０分 所要時間１時間３０分 

 

⚫実施場所 

豊岡市役所但東振興局２F 大会議室 

 

⚫参加者 

ワークショップ参加者１２名 

福知山公立大学 渋谷教授 

行政関係者３名 

ちいきのて４名 

 

⚫実施内容 

・渋谷教授による講演「地域社会と民族博物館」 

・住民アンケート結果の報告 

・旗上げアンケート 

・上記を踏まえた参加者同士の意見交換会 

 

⚫旗上げアンケート・意見交換の実施結果 

旗上げアンケートの結果を踏まえ、３班に分かれて意見交換を実施。 

なお旗上げアンケートの設問は以下の通り 

 

1 問目・・・博物館への年間来訪回数（１.月に 1 回 ２．半年に 1 回 ３．年 1 回 ４．数

年行っていない） 

2 問目・・・情報チェックの頻度（１．毎月 ２．半年に 1 回 ３．年 1 回 ４．数年見てい

ない） 

3 問目・・・地域貢献への意識（１．した方がよい ２．どちらかというとしたほうがよい 

３．どちらかというとしなくてよい ４．しなくてよい） 
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＜１班＞ 

★旗上げアンケートの結果、博物館への来訪/広報の関心度/地域貢献の意識が高か

った グループ 

参加者： 

名前(伏せています) １問目 ２問目 ３問目 合計 

A 2 1 1 4 

B 2 2 1 5 

C 3 1 1 5 

D 3 1 1 5 

■渋谷教授のお話を聞いて 

・大学の講義みたいだった 

・博物館が地域の宝みたいになったらいいと思った 

・文化の定義が大きくてびっくり 

・地域に外国の物を展示する博物館があることで子どもたちが他文化にふれる 

・他者と自分のことを比較し自分への理解を深める 

 

■その他 自由意見 

・今でもシルクロードなのか 

・友達へ紹介しにくい 

・なぜココにモンゴルなのかストーリーが不明 

・但東の文化を紹介しているのは勉強になった 

・キーワードは絹か 

・まちづくり計画としてシルクロード計画があった 

・モンゴルの博物館を移設したようなもの 

・モンゴル帝国がなぜあれほど大きくなったのか知りたい 

・博物館とその周辺地域のつながりは大事なんだと思いました 

・太子町（出身）なので聖徳太子ゆかりの博物館がある 

・町民への認知度は低い 

・世界で活躍するモンゴルのバンド「The Hu」 

・ドラマ・マンガ・アニメとコラボ 

・モンゴル相撲 
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＜２班＞ 

★旗上げアンケートの結果、博物館への来訪/広報の関心度/地域貢献の意識が２番

目に高かったグループ 

参加者： 

名前(伏せています) １問目 ２問目 ３問目 合計 

E 2 2 2 6 

F 2 3 1 6 

G 3 2 1 6 

H 4 2 1 7 

 

■博物館利用に関するアイデア 

スタンプラリー 

博物館カード（ダムカード的な） 

モンゴルの食べ物や飲み物を体験できる 

聖地巡礼（博物館めぐり） 

全国のレアな施設と連携し広報する 

民族衣装のコスプレイベント 

子どもの遊び場をさらに充実させる 

異文化交流の場を作る、リモートでも OK（以前に行っていた交換留学を再現したい） 

草刈りのためのヤギの貸し出し 

夜の博物館、お化け屋敷、ナイトミュージアム 

動く展示物、プロジェクションマッピング（博物館の怖いイメージをあえて利用する） 

ジム 

道の駅 

好評だった個展を常設したい（例：はしもとみお） 

「なぜモンゴル？」なぞなぞ看板 

ゲルの貸館利用ができることをより PR する 

ゲル宿泊（中庭なら安全性が確保できる） 

ゲルグランピング 

ゲルサウナ 

 

■その他の意見 

展示品の価値がもっと知られてほしい 

キャッチフレーズがあるといい（モンゴル、子午線を押し出したような） 

「シルクロード」とのつながりをもっと活かせないだろうか？ 

「なぜここにモンゴルの施設？」というギャップを利用する 
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近くに自動販売機がない、車でないと行けない…というような不便さを逆手にとる、

弱みを強みに変える 

「希少性」「レア」「ギャップ」「コラボ」 

 

＜３班＞ 

★旗上げアンケートの結果、博物館への来訪/広報の関心度/地域貢献の意識が一番

低かったグループ 

参加者： 

名前(伏せています) １問目 ２問目 ３問目 合計 

I 4 2 1 7 

J 4 1 2 7 

K  3 3 2 8 

L 4 4 2 10 

 

■渋谷教授のお話を聞いて 

・話が専門的で、すこし難しかった 

・先日モン博に行ったばかりだったので、お話の内容が実感できた。刺繍のモチーフ

が、花とかではなく実は肝臓だとか、そういう外国なんだなぁという文化の違いを

実感できたところだった。 

 

■その他 自由意見 

【行ったことがあるか？いつ行った？】 

・最後に行ったのは小学生の頃とかで、何が印象的だったかとかはあまりない。展示

がリアルだった。 

・仕事では何度も行っているが、プライベートで行ったことがなくて、観ようとおもっ

て観たことがない。 

・入口まではいくけど、中には入らない。（外を使ったり、体育館に行ったりする） 

・そもそもスポーツとか、外に出る方が趣味なので博物館自体にあまり興味がないか 

も。 

→ただ、外を使わせてもらったり、体育館を使った後で、食べるとこやカフェがあれ 

ば寄りたいと思う。 

・前はプレイリードッグがいた 

【展示の内容について】 

・服を着られるのが楽しかった！ 

・服を着たときにアレルギーが出たという話を聞いた。 

・ヤギミルクのふるまいがあった気がする？→たぶん塩味ミルクティーのふるまい 
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・展示がリアルで、子供が怖がった。 

・昔商工会で、大阪からモンゴル料理店を呼んできたことがあったが、本格的すぎ

た。肉の臭いが独特なのですごくて、あれから逆にちょっと（ヤギとか羊が）ダメに

なった。 

 

■今後やって欲しいことなど 

・レストランでなくとも、カフェくらいは欲しい。 

・お茶くらいしたい！ 

・自動販売機も無くなってしまった。 

・ゲルカフェとか。 

・モンゴルグランピングとかが良い。→ゲルを建てるのは大変。長期間置いておくに

は但馬の気候は合わない（カビてしまう） 

・過ごしやすいゲルとか、中の調度品を工夫する。 

・モンゴル料理教室があれば行きたい。 

・モンゴル漫画が流行っている。それの展示とか。→コラボカフェみたいなのがある

と良い。 

・グッズが少ない。展示物のキーホルダーとかポストカードとか欲しい。（他の博物館

だと、埴輪キーホルダーとかがあって、買ってつけている） 

・陶器をデフォルメしたキーホルダーとか。 

・展示しているものが打っていると嬉しい。 

・モン博のキャラクターっている？→ウランちゃんとバートルくんがいる。 

・ウランちゃんとバートルくんのグッズがあると良いのでは。 

 

⚫次回について 

３月上中旬（日程未定）/日本・モンゴル民族博物館にて実施。 

内容は、博物館の見学を行ったうえで、改めてどんなことができるか（来るか・利用す

るか・活用できるか）の意見出しを行ってもらう。 
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    ③２回目ワークショップ 

⚫2 回目のワークショップの目標 

1 回目に多くの情報についてインプットしていただき、意見交換を行った。2 回目は

その情報プラス実際に博物館を案内付きで巡ってもらい、そのうえで、多くのアイデ

アを出してもらう。最後に、全ての意見を並べて「重要」・「すぐできそう」なアイデアに

投票をしてもらい、3 回目・４回目の深掘りのための基礎意見とする。 

上記の２つを目標とし、以降の報告の通り、概ね達成することができた。 

 

⚫実施日時 

２０２５年３月１７日（月）１９時３０分～２１時 所要時間１時間３０分 

 

⚫実施場所 

豊岡市立日本・モンゴル民族博物館 

 

⚫参加者 

ワークショップ参加者１３名 

福知山公立大学 渋谷教授 

行政関係者３名 

ちいきのて４名 

 

⚫実施内容 

・前回の振り返り 

・博物館内の見学 

・「地域とのつながりをいかした博物館」を目指して以下の５テーマでの話し合い（①以

外は任意） 

 ①博物館を「地元の人が通う・使う場所」にするには？ 

 ②体験・参加型コンテンツを考えよう 

 ③学びが生まれる博物館を考えよう 

 ④何度も行きたくなる博物館の仕掛けづくりを考えよう 

 ⑤キャッチフレーズを考えよう 

・どんな話が出たか共有し「すぐできそう」「重要」というアイデアに対して丸シールを貼

る 

 

⚫話し合い及び丸シール貼りの実施結果 

３班に分かれて意見交換を実施。 

テーマは上記の通り。 
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以下、コメントおよびシールの枚数 

１班 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No テーマ コメント すぐ 重要 シール計

1 1 Wi-Fiつけてほしい 4 5 9

2 3 地域の人が先生をするワークショップ（だいかい大学のようなイメージ） 1 4 5

3 2 天幕のジャードゥーガルとコラボ 4 4

4 1 飲食可であることの周知が必要→ドリンクコーナーをつくる 2 1 3

5 2 ゲルを建てる体験（日本の素材で作る） 1 2 3

6 2 ゲルで泊まる体験 3 3

7 3 ガイドの定期開催 2 2

8 1 外でコンサートを開催したら集客できそう（馬頭琴のコンサートが昔あった） 1 1

9 1 無料エリアの周知が必要（実はあまり知られていない…） 1 1

10 1 ロビーだけ音楽を流す 1 1

11 1 馬、ヤギ飼って！ 1 1

12 2 職員の閉館作業体験 1 1

13 3 日本とモンゴルとの関わりをもっと学びたい 1 1

14 3 ウクレレ教室をする、コンサート開催 1 1

15 1 豊岡市内の他の博物館・資料館と連携をとる 0

16 1 展示の大部分が変わらない→変化が必要 0

17 1 モンゴルのバンド「The Hu」×現代の楽器 0

18 1 友の会を設立する（伊藤清長のような） 0

19 1 展示品が多い→展示品を持って回り出張モン博 0

20 1 ゲルの中にあるラジオで世界のラジオが楽しめるとよい 0

21 1 学生の勉強スペースとして活用 0

22 1 小学生も自転車で立ち寄れる場所として活用 0

23 1 限定展示をもっと広く 0

24 1 キャラクターの改名をする 0

25 2 キャンプ 0

26 2 モンゴル食を作って食べる 0

27 2 馬に乗る体験 0

28 2 スタンプラリー 0

29 2 リアルモンゴル館脱出ゲーム（謎解き） 0

30 2 ナイトミュージアム 0

31 2 お化け屋敷 0

32 2 衣装＋装飾（アクセサリー）のコスプレ体験 0

33 2 専門職大学生の衣装づくりと展示 0

34 2 心霊写真を撮る→SNSに投稿する 0

35 3 戦の歴史をもっと深堀りする 0

36 3 料理教室、調理実習 0

37 3 日本の相撲とモンゴルはなぜマッチしたのか？ 0
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２班 

 

 

 

 

 

 

No テーマ コメント すぐ 重要 シール計

38 1 ロビーに喫茶コーナーをつくる 5 1 6

39 4 遊牧民体験ＶＲ（館内説明してくれる、星空） 1 5 6

40 1 子どもが勉強に集中できるスペース作り 4 4

41 1 ゲルのあるローソン 3 3

42 1 情報発信をがんばる（ＴＯＹＯＯＫＡＩＤＯ・北近畿情報発信） 1 2 3

43 1 ゲルカフェ（ヤギのミルクを使った） 2 2

44 1 現代モンゴル人の生活紹介 1 1 2

45 4 モンゴルの懺悔ルーム（守秘義務守る） 1 1 2

46 4 ゲルをみんなで作ろう（年間プロジェクト的な） 2 2

47 1 モンゴル視力検査 1 1

48 1 モンゴル音楽まつり 1 1

49 1 ゲルで瞑想 1 1

50 1 馬に乗れる体験 1 1

51 1 ゲル宿泊 1 1

52 1 郵便・宅急便 1 1

53 4 映画（豊劇とコラボ） 1 1

54 1 モンゴル盆踊りまつり 0

55 1 モンゴルの井戸端会議 0

56 1 モンゴルＢＡＲ 0

57 1 モンゴル餅つき大会 0

58 1 夜集まれるようにする 0

59 1 ナイトミュージアム（お化け屋敷） 0

60 1 子ども園・小・中学生の発表会を行う 0

61 1 コスプレ充実させる 0

62 1 モンゴルのくつしたづくり（寒さ対策どうしてるん） 0

63 1 モンゴルの刺繍教室 0

64 1 馬に乗りながら矢を打つ 0

65 1 モンゴル着付け教室 0

66 1 モンゴル人のための日本語教室 0

67 1 遊牧民体験 0

68 1 レンタルやぎ 0

69 1 ヤギの乳チーズ 0

70 1 こどもとの交流会の実施 0

71 1 はしもとみお作品常設 0

72 1 入りやすい玄関にする 0

73 1 館内が見えるようにする 0

74 1 食料品 0

75 1 ゲームコーナー 0

76 1 キャッシュコーナー 0

77 4 写真コーナーの更新 0

78 4 草原に一人ＶＲ 0

79 4 アニメ・ゲームの聖地 0

80 4 ポケモンＧＯゲットできる 0

81 4 モンゴルモンスター 0

82 4 ゲル組み立て大会 0

83 4 お悩み相談ルーム（モンゴル人に聞いてもらう） 0

84 4 充実したコスプレ映え写コーナー 0

85 4 パブリックビューイング（プロジェクター）（映画・スポーツ観戦） 0

86 4 135度線（子午線） 0

87 4 婚活 0

88 4 トレカ 0
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３班 

 

⚫次回について 

５月９日/但東振興局にて実施。内容は、上記のアイデアを各班１～２個に事務方等で

絞り、その内容について詳細を検討していく。 

No テーマ コメント すぐ 重要 シール計

89 1 たんたんマルシェとコラボ（実施予定） 4 2 6

90 1 モンゴル風サバイバル体験 4 4

91 1 イベントの拠点にしてもらう（フリマとか） 1 2 3

92 1 中のゲルに直接泊まる 3 3

93 1
宝まつりのモン博版

→キッチンカー来てもらったり
1 1 2

94 1

羊の解体（モンゴルでは生きたままするが、難しいと思うので遺体を）で無駄にしない調理法

→ちゃんと学びたい人には刺さる

→モンゴル館のミッションに合う

2 2

95 1
モンゴル風サバイバル体験

→モンゴルでは馬や牛のうんちを乾燥させて着火剤にしてる
2 2

96 1
（地元の）音楽グループに馬頭琴を入れる

→バイオリンの代わりに馬頭琴（バンドでもオーケストラでも）
1 1

97 1
動物をつれてくる

→白馬（スーホのような）とか
1 1

98 1
但東の昔の暮らし体験。囲炉裏があるところで

→高橋（中屋？）に囲炉裏のあるところがあったのでは？
1 1

99 1
スマホ（調べるの）禁止で自分たちで道具をどう使うのか考える

→昔の但東町に戻ってやってみる
1 1

100 1 やっぱり食べる系 0

101 1 町民は無料で入れる→10分間無料で入れる→その後クイズ大会→正解者はもう一度無料で入れる 0

102 1 学校にお願いして来てもらう 0

103 1 ストリート馬頭琴（ストリートピアノみたいな感じで誰でも弾ける）自由に弾いてもいい 0

104 1
（地元の）音楽グループに馬頭琴を入れる

→大きい馬頭琴もある（チェロみたいに）
0

105 1
（地元の）音楽グループに馬頭琴を入れる

→本国では現代音楽（HIP-HOPとか）に入っていることもある
0

106 1
（地元の）音楽グループに馬頭琴を入れる

→日本の音楽に入っていたら面白い（需要が増えれば借りにきてもらえるかも）
0

107 1
楽器が弾ける人を集めて馬頭琴を弾いてもらう

→弾き方が難しい
0

108 1
楽器が弾ける人を集めて馬頭琴を弾いてもらう

→馬頭琴の値段は高い。10万以上する。
0

109 1
楽器が弾ける人を集めて馬頭琴を弾いてもらう

→ひなまつりで演奏しにくる人を呼ぶ
0

110 1
楽器が弾ける人を集めて馬頭琴を弾いてもらう

→何か月かに一回
0

111 1 ガーデニングイベント。モンゴル感が出てる体験（あいはしみちばたガーデン） 0

112 1 イベントにゲルをつかう。 0

113 1 ファンマーケット→駐車場になってるのを活かす 0

114 1 （たかはし子どもカフェの）フリーマーケット 0

115 1 シャガ―の占いが出来ると良い 0

116 1
宝まつりのモン博版

→秋じゃないときとかに
0

117 1 馬に乗って通学体験 0

118 1 モンゴル人力士を呼ぶ 0

119 1 →部屋の許可が厳しい 0

120 1 →引退した人でも良いのでは？ 0

121 1 →城北相撲部に来てもらう 0

122 1 →モンゴル相撲体験（昔、商工会でやったことがある。） 0

123 1 →その時は30人くらい集まった 0

124 1 →モン博の何周年かの時。 0

125 1 →地元の人はあまり参加してない。どこかの格闘サークルみたいなのが来てた。 0

126 1 →格闘技好きは来るかも 0

127 1
→本場のモンゴル相撲は、土俵が無い。ストリートファイトみたいに、時間無制限で、そこら

じゅうでやってる。
0
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    ④３回目ワークショップ 

⚫３回目のワークショップの目標 

1 回目に多くの情報についてインプットしていただき、意見交換を行った。2 回目は

実際に博物館を見学したうえで多くのアイデアを出し、重要・すぐできそうを分けて

もらった。以上の結果を受けて、３回目では、1 グループ２～３程度のアイデアについ

てより具体的にイメージを膨らませるためのワークを行う。 

上記を目標とし、以降の報告の通り、概ね達成することができた。 

 

⚫実施日時 

２０２５年５月９日（金）１９時３０分～２１時 所要時間１時間３０分 

 

⚫実施場所 

但東振興局 

 

⚫参加者 

ワークショップ参加者１２名 

行政関係者３名 

ちいきのて４名 

 

⚫実施内容 

・前回の振り返り 

・各班以下の内容について詳細内容を検討 

 １班) 

地域の人が先生をするワークショップ（だいかい大学のイメージ） 

ゲルキャンプ（ゲルを建てる体験・泊まる体験） 

ナイトミュージアム・お化け屋敷 

 

 ２班） 

      ロビーに喫茶コーナーをつくる 

子どもが勉強に集中できるスペースづくり 

現代モンゴル人の生活紹介 

 

 ３班） 

イベントの拠点にしてもらう（どんなイベントにするか検討しよう） 

ゲルキャンプ（中のゲルに直接泊まる） 

但東の昔の暮らし体験 
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⚫意見交換の実施結果 

1 班 
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2 班 
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３班 
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    ⑤４回目ワークショップ 

⚫４回目のワークショップの目標 

1 回目に多くの情報についてインプットしていただき、意見交換を行った。2 回目は

実際に博物館を見学したうえで多くのアイデアを出し、重要・すぐできそうを分けて

もらった。３回目は２～３のアイデアについて具体的なイメージを膨らませることがで

きた。上記の結果を受けて、４回目では、いままでのまとめを確認しつつ、本当に実施

していくための詳細部分について検討を行った。 

 

⚫実施日時 

２０２５年７月４日（金）１９時～２０時３０分 所要時間１時間３０分 

 

⚫実施場所 

豊岡市役所但東振興局２F 大会議室 

 

⚫参加者 

ワークショップ参加者１１名 

福知山公立大学 渋谷教授 

行政関係者３名 

ちいきのて４名 

 

⚫実施内容 

・前回の振り返り 

・各班ごと以下の内容について詳細の検討 

１班・・・「モンゴル博物館」を主眼に置いた事業実施 

       ゲルキャンプ（ナイトミュージアム）について、来年度実施に向けて、スケジュール 

を組んで、「みんなで役割分担」をもう少し具体化する 

     

    ２班・・・「施設利用」を主眼に置いた事業実施 

          カフェスペース・勉強スペースともに図面を見ながら割り振りし、具体的に実施主

体/工程/予算を検討する 

 

   ３班・・・「但東のくらし・文化継承」を主眼に置いた事業実施 

        「但東の昔の暮らし体験」を宝まつりの 1 ブースとして実施する場合に、どのよう

な内容であればできるか、検討する 
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⚫実施結果 

 1 班/ゲルキャンプ（ナイトミュージアム）ついて来年度実施に向けてスケジュールを組んでみよう

 

 

いつ頃 なにを？ だれが？ 備考 

2025 年秋頃 ・実行委員会の立ち上げ 

・予算要求 

・実行委員会（振興局、博物館、コミセ

ン、WS 参加者など） 

・WS に参加した発起人で公募する 

 

2026 年 5 月 ・コミセンたよりで予告掲載 コミセン  

2026 年 6 月 ・振興局から丹後方面へ広報の協力要

請（小学校へのチラシ配布など） 

・振興局  

イベントまで  ・謎解きのコンテンツを作成する ・博物館、学芸員  

実施の時期：お盆前の土日（8/8,9 あたり）、ひまわりの時期 

実施の内容： 

博物館設立 30 周年記念に寄せて、夏祭りを開催。 

⑴ナイトミュージアム×謎解き（有料、入館料が別途かかる） 

 事前予約＋当日券のチケット制、飲食割引をつける 

⑵屋台販売（出店料有り） 

⑶星空観察 
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その他： 

 想定される支出…チラシ印刷、人件費？ 

 キャラクター製作をしたい 

 タイトルイメージ「モンパク夏フェス」 

 謎解きについて 

謎解きのコンテンツはより専門的で面白みのある内容になるよう、学芸員の方に協力いただく。内容のみで、資料作成等の実務は実

行委員会で担当する。 

 星空観察について 

レーザーポインターで示す」案があったが、懐中電灯で代用できそう。 

一斉に明かりを消して星空観察、もしかしたら流星群が見られるかもしれない。 

 屋台販売について 

但東で所有している屋台の骨組みが活用できそう。（すごく重い） 

 実行委員会の公募について 

但東地域外からも実行委員として参加してもらえるとよい。 

 豊岡市外への広報について 

過去に個人で豊岡市外にチラシ設置をお願いしたところ苦戦したため、振興局から依頼するほうがよりスムーズにできると判断。 
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3 班/「但東の昔の暮らし体験」を宝まつりの１ブースとして出展しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出展内容 

・ヤギ小屋付近→BBQ 

・古墳付近→火起こしの歴史 

・広場→野菜市 

＊スマホで調べるの禁止！ 

開催時間：１０：００～１５：００ 七輪 BBQ＋石臼挽きコーヒー 内容：現場にある道具だけ自分で火を起こし、七輪でジビエ BBQ をする

コーナー 

今年度実施するとした場合、いつ頃・どんなことを・誰が準備するか 

 

主体：資母若者プロジェクト中心 

準備物：七輪（１０個ほど）、網、火起こしの道具（火打石があれば、木の棒のやつ、ファイヤースターター、マッチ、ライター） 

     薪セット（杉葉、松ぼっくり、薪木）火箸、麻紐、軍手（振興局からもらえるらしい）、消火器（３台くらい）、防火マット、団扇、火消壺 

     調理品：箸、紙皿、紙コップ、おてふきなど 

     食材：ジビエソーセージ、ピーマン、さつまいも ＊その他にも野菜市で売っているものを持ち込んで焼いても可 

     見守りスタッフ５人以上 

必要な予算等 

 

体験料：２０００円（１グループ） 

 七輪→ネットで安く買える／軍手→振興局に余っているので、もらえるとのこと／杉葉などは拾ってくる 
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5. 「多様性のある地域社会に向けて」講演会 

本意識調査業務の最後に、アドバイザーの福知山公立大学渋谷節子先生より、多様性

のある地域社会に向けての講演をいただいた。本講演は、日本・モンゴル民族博物館を活

用した但東の地域づくりに資する、多様性の視点や多様な方が暮らす地域社会について

学ぶ場として機能させることを目的とした。 

以下、講演の内容を記載する。 

⚫ 講演日時 

2025 年 9 月 6 日（土）13 時 30 分～15 時（約 90 分） 

 

⚫ 講演会場 

豊岡市役所但東庁舎２F 大会議室 

 

⚫ 参加者数 

３２名 

 

⚫ 講演タイトル 

「多様性のある地域社会に向けて」 

 

⚫ 講演内容 

【講演内容要約】 

この講演では、渋谷先生が多文化共生と多様性について 2 部構成で話した。 

第 1 部では文化の定義から始まり、異文化理解の重要性、文化相対主義の考え

方、そして地域社会における多文化共生について説明した。 

第 2 部では多様性の意義、人権の観点からの多様性の重要性、そして多様性の

ある社会づくりについて論じられた。 

渋谷先生は、文化を広く捉え、外国の文化だけでなく地域差や世代間の違いも

異文化として認識することの大切さを強調した。 

また、多様性のある社会は単に人権の観点から重要なだけでなく、社会をより

豊かにするものだと主張した。 

講演の最後には、ゴミ分別の問題を例に挙げ、異文化理解と相互コミュニケーシ

ョンの重要性を強調した。 

 

⚫ まとめ 

本講演を通して、但東町で暮らしている・訪れる外国人または外国にルーツのあ

る人と地域を一緒に作っていくことについて、参加者は一定の理解をされた。但

東町の地域づくりにおける日本・モンゴル民族博物館の活用についても、本内容
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を基に異文化・多様性の理解を深めるための「ハブ」となる可能性を見出すことが

できた。 

 

6. 今後について 

    本調査では、今までの結果の通り、地域との様々な連携による可能性を見出すことが

できた。そのうえで、地域のみなさんが考える但東の地域づくりに日本・モンゴル民族博

物館が果たすべき役割（機能）は以下の３つであることが明確となった。 

(1) 日本唯一の「モンゴル」を冠した博物館 

(2) 地域住民の交流の場 

(3) 但東地域の暮らし・文化や観光情報等の集積・発信 

これらの役割ついては、特にワークショップ参加者より意見が出され、その活用アイデ

アが意見交換の中で活発に議論された。 

従って、本報告に記載があるような、当館を活用した但東における地域づくりに関する

アイデアを実施し、地域づくりに資するような動きが当館の役割のひとつとなる。 

また、アンケート調査内でもたくさんのご意見をいただいたが、それらを当館のみなら

ず様々な主体と共にできることを行っていくことで、但東地域における地域づくりの活性

化を図っていくことが必要である。 


